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(54)【発明の名称】 液晶表示装置の駆動方法

(57)【要約】
【課題】  信号処理によりγ特性を時空間変調して、液
晶に印加する電圧を制御することにより、ＴＮ液晶の視
野角特性を改善する液晶駆動方法において、焼き付きや
フリッカの発生を抑えた信頼性の高い安定な駆動を行
う。
【解決手段】  所望のＶ－Ｔ特性を得るγ変換回路をＲ
ＧＢ独立に複数もつＲＧＢ独立γ変換回路１と、切換え
回路２と、視野角特性を改善するよう複数のγデータ設
定と切替えパターンを最適に制御し、γの変調制御を行
う視野角適応制御回路３と、液晶画素に印加する電圧の
交流化極性を制御する交流化制御部４と、液晶パネル５
を備える。γ変調のパターン及び特性と交流化駆動状態
との関係から、液晶画素に対して直流成分が残留しない
ように管理し、γ変調特性又は交流化の制御を行う。フ
レーム方向のγ変調に対し液晶応答速度の不足によるγ
変調特性の変化を補償するように、応答速度データに応
じて変調度を制御する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶表示装置の駆動方法であって、ＲＧ
Ｂが独立でかつ各々が複数のγ変換特性を有するＲＧＢ
独立γ変換回路（１）と、前記ＲＧＢ独立γ変換回路
（１）の出力を切換えるγ切換え回路（２）と、前記Ｒ
ＧＢ独立γ変換回路（１）のγデータ設定と前記γ切換
え回路（２）の切換えパターンを制御する第１視野角適
応制御回路（３）と、液晶画素に印加する信号電圧の交
流化極性を制御する交流化制御手段（４）と、液晶パネ
ル（５）とを備え、前記γデータ設定と前記切換えパタ
ーンと交流化極性との関係から、液晶画素に印加される
信号電圧および極性を管理し、前記γデータ設定および
前記切換えパターンもしくは前記交流化極性を、液晶画
素に直流成分が印加されないように制御することを特徴
とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２】  前記第１視野角適応制御回路（３）にお
いて、前記γ切換え回路（２）に対して行うγ切換えパ
ターンが、映像信号のフレーム方向に対して奇数フレー
ム毎に切換え制御される場合、前記交流化制御手段
（４）において、フレーム方向への交流化周波数を２フ
レーム毎とすることを特徴とする請求項１記載の液晶表
示装置の駆動方法。
【請求項３】  前記第１視野角適応制御回路（３）にお
いて、前記γ切換え回路（２）に対して行うγ切換えパ
ターンが、映像信号のフレーム方向に対して１フレーム
毎に切換え制御される場合、前記交流化制御手段（４）
において、フレーム方向への交流化周波数を２フレーム
毎とすることを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置
の駆動方法。
【請求項４】  液晶表示装置の駆動方法であって、ＲＧ
Ｂが独立でかつ各々が複数のγ変換特性を有するＲＧＢ
独立γ変換回路（１）と、前記ＲＧＢ独立γ変換回路
（１）の出力を切換えるγ切換え回路（２）と、前記Ｒ
ＧＢ独立γ変換回路（１）のγデータ設定と前記γ切換
え回路（２）の切換えパターンを、液晶パネル（５）の
応答速度データに応じて制御する第２視野角適応制御回
路（３１）と、液晶画素に印加する信号電圧の交流化極
性を制御する交流化制御手段（４）と、液晶パネル
（５）とを備え、前記第２視野角適応制御回路（３１）
において前記γ切換えパターンをフレーム方向に切換え
る場合に、階調によって変化する液晶パネルの応答速度
の不足により切換えるγ間の変調量が低下してしまわな
いように、前記γデータ設定をこの低下を補償するよう
に強調制御することを特徴とする液晶表示装置の駆動方
法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、ＴＮ液晶（ツイス
ティッドネマティック液晶）の液晶表示装置の駆動回路
と、液晶表示装置に入力する映像信号の信号処理に関す
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るものであり、特に信号処理や駆動方法により、液晶表
示装置の視野角特性を拡大制御することのできる液晶表
示装置の信号処理と駆動方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】液晶ＴＶ等において多く使用されている
ＴＮ液晶方式は、液晶のもつ屈折率異方性や捻じり配向
等により、液晶層を通過する光はその方向や角度により
さまざまな複屈折効果を受け複雑な視野角依存性を示
し、例えば一般的には上方向視角では画面全体が白っぽ
くなり、下方向視角では画面全体が暗くなり、かつ画像
の低輝度部で明暗が反転してしまうという現象が発生す
る。
【０００３】この様な視野角特性については、さまざま
な方法により輝度、色相、コントラスト特性、階調特性
等について広視野角化する技術が数多く開発されてい
る。
【０００４】このような技術としては、液晶パネルその
ものに対する改良や、光学的部材を用いるものが非常に
多く一般的であるが、ＴＦＴ工程や液晶パネル工程が複
雑とならず、歩留まりの低下やコスト増大を引き起こさ
ない方法として、外部回路の信号処理のみで広視野角化
を図る技術についても示されている。これは、液晶セル
の印加電圧に対する透過率特性（以下、Ｖ－Ｔ特性と表
記）の視角依存性を利用し、入力信号に対する階調電圧
変換特性（以下、γ特性と表記）を、複数用意し所定の
間隔でこの切換え制御を行いながら液晶を駆動すること
により、複数の特性が視覚的に合成され視野角特性を向
上させるという技術であり、例えば、特開平７－１２１
１４４号公報「液晶表示装置」、特開平９－９０９１０
号公報「液晶表示装置の駆動方法および液晶表示装置」
等に示されている。このような従来の外部信号処理によ
る広視野角化液晶表示装置の例を図１０に示す。
【０００５】図１０では、ＲＧＢ画像信号を入力として
互いに異なる複数のγ特性を有するγ変換回路γ１、γ
２と、このγ特性を画像信号のｎフレーム毎（ｎは自然
数で、ｎ≧２）に切換え制御する手段とを含み、γ変換
手段の出力に応じて液晶駆動をなすようにしたもので、
γ特性の切換えパターンとしては図１１に示すようにＲ
ＧＢトリオを１単位として交互にかつ、連続するｎフレ
ームの対応画素には同一のγ特性に対応した表示電圧で
かつ互いに極性が異なる表示信号電圧を印加するように
構成したものである。ここで、図１２に示すように二つ
のγ特性は異なる視野角が最適視野になるよう、例えば
γ１は上視野１０°に最適化し、γ２は下視野１０°に
最適化してγ特性は固定し、前記切換えパターンで変調
することにより上下１０°程度最適階調特性を広げるよ
う動作させるというものである。
【０００６】このように従来技術では、外部回路の信号
処理のみで視野角特性を拡大する（視野角特性を改善す
る）技術としては、固定的に設定された複数のγ変換特
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性を変調する方式が手法として開示されている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来例
においては、フレーム方向へのγの変調周期について
は、２フレーム以上との限定がなされている。このフレ
ーム方向へのγの変調を行う理由については、ある程度
の視野角改善効果を出すためにγの変調度を大きく取る
（例えば図１２に示すγ１、γ２を切換え変調する場合
の、γ１とγ２のγ特性の差異が大きい）場合、γ特性
の変調制御によりその変調パターンがドット模様として
認識されてしまうという弊害があるためであり、このよ
うな時間方向への変調により、人間の眼の積分効果とあ
いまって視覚的に平均化されてドット模様が認識されに
くくできるというものである。しかし、実際にはある程
度変調度を大きく取ってこのように処理すれば、フリッ
カが発生しやすくなるため、このフレーム方向への変調
周期についてはより早い方が有利である。また、液晶表
示装置では、液晶画素に直流成分が印加されると電気化
学反応により劣化するので常に交流駆動されており、フ
レーム方向への交流化については、１フレーム毎に交流
化されることが一般的である。しかしながら、前記のフ
レーム方向へのγ変調周期を１フレーム毎としたとすれ
ば図５に示すように、ある注目画素についてみればフレ
ーム方向に順に、γ１＋、γ２－、γ１＋、γ２－、γ
１＋、γ２－．．．．．．、その隣接画素の場合は、γ
２＋、γ１－、γ２＋、γ１－、γ２＋、γ１
－．．．．．．となり、γ１とγ２は異なるγ値を設定
するので、仮にγ１＞γ２であれば平均すると前者の画
素には＋の直流電圧が印加され、後者の画素には－の直
流電圧が印加されてしまうことになる。従来例について
は、これを鑑みてｎ≧２の制限を設けてあるものと考え
られるが、ｎ＝３の場合では図４のように同様に直流成
分が残ってしまう。従来例ではこのような、液晶パネル
の信頼性に関わる対応に関しては何ら開示はない。
【０００８】このように、液晶画素に対して直流成分が
残留してしまうと、画像の焼き付き（画像メモリー現
象）の大きな発生要因となるほか、上記に説明した電気
化学反応による液晶そのものの劣化による信頼性の低
下、フリッカが発生しやすくなるなどいろいろな大きな
弊害がある。
【０００９】本発明の第２の課題は、このようにフレー
ム方向へのγ変調を行う場合、変調する複数のγ特性γ
１、γ２は、改善しようとする視野角特性の項目等にも
依存するが通常、図１２のように特に中間調レベルにお
いてその差異が大きくなるように設定されることが多
い。しかし、本技術を適用するＴＮ液晶の場合、この中
間調レベルの液晶の応答速度は白もしくは黒レベル付近
のそれに比べて遅いのが一般的であり、このため、フレ
ーム周期では変調速度が追いつかない場合がある。
【００１０】すなわち、変調度（γ１、γ２の差異）が
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ある程度以上大きい階調では、各階調の所定の振幅（γ
１－γ２）を振りきれない場合があり、これにより、本
来の視野角改善自体の効果が充分得られない場合があ
る。また、これにより図７中ｂに示すように変調時の等
価的なγ特性（γ１とγ２を合成したものに相当する等
価的なγ特性）が偏りをもったりして等価的なγ特性も
所望の特性とならない場合がある。
【００１１】このような理由により、フレーム方向に変
調することにより、変調しない場合に比べて所望の変調
が出来ず視野角特性の改善度合いが低下する、あるい
は、正面視角方向からの視覚特性が著しく変わってしま
う等々の問題がある。
【００１２】本発明は、このような信号処理や駆動の制
御によって視野角特性の改善を図る技術において、液晶
画素に対して直流成分が残留しないようにして、画像に
対する弊害も少なく安定で信頼性の高い駆動を行うよう
にすることを目的とする。
【００１３】さらに、フレーム方向への反転に伴う、視
野角改善効果そのものに対する影響を補償し、良好な画
質で効果的に視野角改善を行うことを目的とするもので
ある。
【００１４】
【課題を解決するための手段】このような課題を解決す
るために本発明は、液晶表示装置の駆動方法であって、
ＲＧＢが独立でかつ各々が複数のγ変換特性を有するＲ
ＧＢ独立γ変換回路と、前記ＲＧＢ独立γ変換回路の出
力を切換えるγ切換え回路と、前記ＲＧＢ独立γ変換回
路のγデータ設定と前記γ切換え回路の切換えパターン
を制御する第１視野角適応制御回路と、液晶画素に印加
する信号電圧の交流化極性を制御する交流化制御手段
と、液晶パネルとを備え、前記γデータ設定と前記切換
えパターンと交流化極性との関係から、液晶画素に印加
される信号電圧および極性を管理し、前記γデータ設定
および前記切換えパターンもしくは前記交流化極性を、
液晶画素に直流成分が印加されないように制御するよう
にしたものである。
【００１５】
【作用】ここで、改善しようとする視野角特性や画像の
状態、信号ソースの種別、ドット模様の低減などによ
り、最適なγ変調パターンが設定されるが、例えば、そ
のフレーム方向への変調周期が奇数の場合は、フレーム
方向への交流化駆動周期を２フレーム周期とするなどの
ように管理制御して、各画素に印加される信号電圧が正
負対称となるようにすることにより、上記課題を解決す
ることが出来るものである。
【００１６】さらに、各階調の変調振幅に応じて変調度
を強調して補償処理することにより、応答速度の遅い中
間調部においても所定の振幅でγ変調制御することがで
きるようにするものである。
【００１７】
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【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につい
て図面を用いて説明する。
【００１８】（実施の形態１）図１は本発明の請求項１
から３の内容に基づいた実施の形態１における駆動方法
を行う液晶表示装置の構成ブロック図を示し、図１の本
液晶表示装置において、１は入力される映像信号データ
を液晶パネルのＶ－Ｔ特性より必要な所定の印加電圧に
変換するような複数のγ特性を、ＲＧＢ個別に設定する
ことのできるＲＧＢ独立γ変換回路であり、２はこれを
所望の視野角特性になるよう所定の画素パターンでＲＧ
Ｂ独立に切換え制御を行うγ切換え回路であり、３は液
晶画素に印加する電圧と極性を管理制御しながら最適な
パターンで、前記ＲＧＢ独立γ変換回路に対するγデー
タ設定と前記γ切換え回路に対する切換え制御を行い、
γの変調制御を行うように構成された第１視野角適応制
御回路３であり、４は液晶パネルの交流化駆動の周期等
を制御することのできる交流化制御部であり、５はＴＮ
液晶で所望の方向に対し視野角依存性が大きくなるよう
配向制御されている液晶パネルである。
【００１９】以上のように構成された液晶表示装置につ
いて、図１および図４、図１１を用いてその動作を説明
する。
【００２０】まず各回路動作について説明する。
【００２１】ＲＧＢ独立γ変換回路１は、複数のパラメ
ータによる演算方式あるいはＲＯＭテーブル方式により
γ変換処理を行う回路がＲＧＢ３系統あり、各パラメー
タはＲＧＢ各々に対しγ１とγ２の各設定を行える構成
となっている。
【００２２】γ切換え回路２はγ変換処理としてγ１特
性とγ２特性を切換えるセレクタである。γ切換え回路
２より出力された信号は液晶パネル５へ入力され、図示
しない極性反転回路等を通して液晶パネル５のソースド
ライバーへ入力され液晶画素が駆動されるようになって
いる。
【００２３】ここで、通常の液晶パネルの場合、ソース
駆動回路とゲート駆動回路は、所定の交流化を行うよう
規定された周期で極性反転がなされ交流化駆動動作が行
われている。すなわち、ソース駆動回路およびゲート駆
動回路は、液晶パネルがライン反転駆動方式ではあれば
１ライン毎に、ドット反転方式であれば１ドット毎にと
いうように各方式に応じて極性が反転するよう動作を行
い、フレーム方向については通常１フレーム毎に極性反
転の動作をなすようになっている。
【００２４】交流化制御部４は、この交流化極性を必要
に応じて適宜交流化周期を変更するなどの制御をソース
駆動回路およびゲート駆動回路に対して行えるようにし
たものである。
【００２５】第１視野角適応制御回路３は、γ１特性と
γ２特性を時空間変調するようにγ切換え回路２とＲＧ
Ｂ独立γ変換回路１に対するγ１、γ２の各パラメータ
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と切換えパターンを制御するよう動作するものであり、
この変調（切換え）パターンやγ特性設定について、画
質に対する弊害も少なく効果的に視野角拡大処理が行え
るように適応的に最適な制御を施すものである。
【００２６】次に、本実施例で行う処理について従来例
の変調パターンを例にとって説明を行う。
【００２７】まず、第１視野角適応制御回路３では、映
像の状態や所望の視野角改善効果や弊害などを考慮し
て、変調パターンとして図４に示すように、フレーム方
向の時間方向変調（切換え）周期をｎ＝３として３フレ
ーム毎にγ１とγ２が切換えられるようなパターンが選
択されたとする。
【００２８】この場合、ある注目画素についてみればフ
レーム方向に順に、γ１＋、γ１－、γ１＋、γ２－、
γ２＋、γ２－、γ１＋、γ１－、γ１＋、γ２－、γ
２＋、γ２－．．．．．．、その隣接画素の場合は、γ
１－、γ１＋、γ１－、γ２＋、γ２－、γ２＋、γ１
－、γ１＋、γ１－、γ２＋、γ２－、γ２
＋．．．．．．となる。γ１とγ２は異なるγ値を設定
するので、仮にγ１＞γ２であれば平均すると前者の画
素には、６フレーム毎に＋（γ１－γ２）に相当する直
流電圧成分が残り、後者の画素には６フレーム毎に－
（γ１－γ２）に相当する直流電圧成分が残留してしま
うことになる。
【００２９】このように、変調パターンのフレーム反転
周期と交流駆動化周期との兼ね合いで、偏りを生じてし
まうような場合には、この例で説明すれば、図１１のよ
うにｎ＝２と変調パターン周期を変更するか、あるい
は、ｎ＋２、ｎ＋５、ｎ＋８、ｎ＋１１．．．．．．フ
レームについては、変調を行わない（つまり、γ１＝γ
２としてしまう）ようにするか、さらには、実施の形態
２で詳しく説明するように交流化周期を制御するか、の
いずれかの方法により正負対称に電圧が印加されるよう
に管理制御できるようにしたことを特徴とするものであ
る。
【００３０】本実施の形態の液晶表示装置は、このよう
に構成することにより、第１視野角適応制御回路３でγ
変調（切換え）パターンを適宜変更した場合に、その交
流化駆動状態との兼ね合いで液晶各画素に対して正負非
対称の電圧が印加されてしまわないように管理し、必要
によっては変調パターンや変調データを制御するなり、
効果や弊害との関係から変調パターンを変更できない場
合については、交流化制御部４を制御し交流化周期を変
更するようにして、液晶画素に対して常に正負対称の電
圧が印加され直流成分が残ってしまわないように電圧制
御を行うことが可能となるようにしたものである。
【００３１】尚、本実施の形態では、フレーム方向への
変調パターンとフレーム方向への交流化周期との兼ね合
いについて説明を行ったが、フレーム内の２次元方向の
変調パターンと、ライン反転、ドット反転、カラム反転
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7
等の交流化方法との兼ね合いにも同様に課題が考えら
れ、同様の概念により変調パターンを変更する、あるい
は、交流化パターンを変更することも考えられる。但
し、変調パターンを適宜対応させる方が容易であるた
め、本実施例では変調パターンで対応するものとしてい
る。
【００３２】以上の説明のように、第１視野角適応制御
回路３においてγ特性の変調パターンの設定を行う際
に、液晶画素に正負非対称電圧が印加されてしまわない
ように、管理しながらパターンを決定する、もしくは交
流化駆動の方を制御するようにできる構成としたことに
より、液晶画素に直流成分が残留してしまうことを回避
することができ、安定で信頼性の高い視野角拡大制御を
実現することが可能となる。
【００３３】（実施の形態２）本発明の請求項２および
３の内容に基づいた実施の形態２における液晶表示装置
の駆動方法について、図２、図５を用いて説明する。
【００３４】実施の形態１においては、フレーム方向の
変調周期ｎ＝３の例（図４のｎ＝３の例は従来例で説明
したのでドット反転方式、ＲＧＢトリオ単位変調を図示
している）を説明したが、実際には、視野角改善効果を
得るためにγの変調度をある程度上げたとすると、発明
が解決しようとする課題の欄にもふれたようにフリッカ
が発生しやすくなるため、このフレーム方向への変調周
期についてはより短い方が有利である。変調度の設定状
態、表示する画像の速さや色および階調性等の特性、あ
るいは表示する液晶パネルの特性にもよるが、ｎ≧２で
はフリッカが目立ち始める。この例では逆にいえばフレ
ーム方向の変調周期についてはｎ＝１以外の解はないと
いうことになる。
【００３５】この場合、フレーム方向交流化周期が通常
の１フレーム毎であれば、発明が解決しようとする課題
の欄にも説明している通り図５に示すように、ある注目
画素についてみればフレーム方向に順に、γ１＋、γ２
－、γ１＋、γ２－、γ１＋、γ２－．．．．．．、そ
の隣接画素の場合は、γ２＋、γ１－、γ２＋、γ１
－、γ２＋、γ１－．．．．．．となり、γ１とγ２は
異なるγ値を設定するので、仮にγ１＞γ２であれば前
者の画素には常に＋の直流電圧が印加され、後者の画素
には常に－の直流電圧が印加されてしまうことになる。
しかしながら、ｎ≧２ではフリッカの問題があるため、
実施の形態１のように変調パターンの方を変更すること
はできない。
【００３６】よって、交流化制御部４に対して、フレー
ム方向の交流化周期を＋、＋、－、－、＋、＋、－、
－．．．．．．のように２フレーム毎に交流化するよう
制御する。これにより、図２に示すように、ある注目画
素についてみればフレーム方向に順に、γ１＋、γ２
＋、γ１－、γ２－、γ１＋、γ２＋、γ１－、γ２
－．．．．．．、その隣接画素の場合は、γ２＋、γ１
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＋、γ２－、γ１－、γ２＋、γ１＋、γ２－、γ１
－．．．．．．となり、γ１とγ２は異なるγを与えて
も、一定周期単位で正負対称となり、液晶画素に対して
信頼性を低下させてしまうような駆動とはならない。
【００３７】尚、ｎ≧２の変調周期でフリッカが目立ち
始めると説明したが、画像や各種の条件によってはｎ≧
２でも問題とならない場合もある。このようにｎが偶数
であれば、フレーム方向交流化周期を通常どおり１フレ
ーム毎とすればよく、上記説明のようにｎが奇数の場合
は、交流化周期を２フレーム毎とすれば、所定のフレー
ム周期間に正負対称（上記例では４フレーム周期）とな
り、直流成分の残留がなくなって信頼性の高い駆動が可
能となる。
【００３８】以上の説明のように、フレーム変調周期が
奇数の場合は交流化周期を２フレーム毎とし、偶数の場
合は交流化周期を従来通り１フレーム毎とするように制
御することにより、焼き付き等の弊害を発生しない安定
した信頼性の高い駆動により視野角拡大制御を実現する
ことができる。
【００３９】（実施の形態３）図３は本発明の請求項４
の内容に基づいた実施の形態３における駆動方法を行う
液晶表示装置の構成ブロック図を示し、図３の本液晶表
示装置において、１は実施の形態１と同様のＲＧＢ独立
γ変換回路であり、２は実施の形態１と同様のγ切換え
回路であり、３１は前記ＲＧＢ独立γ変換回路１に対す
るγデータ設定と前記γ切換え回路２に対する切換え制
御を、応答速度データに応じて変調度制御しながら行
い、γの変調制御をなすように構成された第２視野角適
応制御回路であり、４は実施の形態１と同様の交流化制
御部であり、５は実施の形態１と同様の液晶パネルであ
る。
【００４０】以上のように構成された液晶表示装置にお
ける本実施の形態の駆動方法について、図３、図６、図
７、図８および図９を用いてその動作を説明する。
【００４１】実施の形態１、２においてフレーム方向に
変調制御する例を示した。このフレーム方向に変調する
処理は、発明が解決しようとする課題の欄にも説明した
ように、γの変調処理によるドット模様が目立ってしま
うことにより画質に及ぼす各種の弊害を低減し、視野角
拡大処理を行った時の見栄えの違和感を少なくすること
を目的として行われる。
【００４２】しかしながら、このようにフレーム方向へ
のγの変調を行う場合、変調する複数のγ特性γ１、γ
２は、改善しようとする視野角特性の項目やその改善度
合い等にも依存するが通常、図６中ａ、ｂのように特に
中間調レベルにおいてその差異が大きくなるように設定
されることが多い。しかし、本技術を適用するＴＮ液晶
の場合この中間調レベルの液晶の応答速度は白もしくは
黒レベル付近のそれに比べて遅いのが一般的である。
【００４３】このため、フレーム周期では変調速度が追
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いつかない場合がある。すなわち、変調度（γ１、γ２
の差異）が図６中ａのようにある程度以上大きい階調で
は、各階調の所定の振幅（γ１－γ２）を振り切れない
場合がある。図９を用いて説明すれば、実線の“γ１、
γ２期待値”の特性を得たい場合にこれに相当するγ設
定をしても実際の振幅は点線の“γ１、γ２実際”の特
性しか振れないというものである。
【００４４】これにより、本来の視野角改善自体の効果
が充分得られない場合がある。
【００４５】また、これにより図７中ａに示すように変
調時の等価的なγ特性（γ１とγ２を合成したものに相
当する等価的なγ特性）が偏りをもったりして等価的な
γ特性も図７中ｂのように所望の特性とならない場合が
ある。
【００４６】このような理由により、フレーム方向に変
調を行う場合においてはフレーム方向に変調しない場合
に比べて所望の変調が出来ず視野角特性の改善度合いが
低下する、あるいは、正面視角方向からの視覚特性が意
図している特性から変わってしまうなどといった問題が
ある。
【００４７】但し、液晶の応答速度については、温度等
によっても異なるためこれらを考慮した上での応答速度
データが、第２視野角適応制御回路３１に入力されるよ
うになっている。
【００４８】本実施の形態では、フレーム方向に変調制
御を行う場合でかつγの変調度が所定以上の変調周期が
ｎ＝１等のように短い場合、応答速度データが所定値以
上の階調部分において、図８に示すようにＲＧＢ独立γ
変換回路１に対するγデータ設定を、応答速度データに
応じて変調度を強調するように補償動作させるもので、
これにより、中間調でのγ変調は図９の鎖線の“γ１、
γ２強調”のようになり、オーバードライブ動作される
ような状態となって、結果的に必要な所望の変調振幅
（図９の実線の“γ１、γ２期待値”）を確保すること
ができる。このように、短い周期でフレーム方向に変調
動作をさせる場合でも、必要な特性を得ることができ視
野角改善の効果を充分引き出すことができるものであ
る。
【００４９】以上の説明のように、フレーム方向への変
調を行う場合でかつ処理において重要な中間調における
無視できないこのような課題に対し適応的に変調度を制
御することにより、ドット模様を低減し弊害を抑制する
為のフレーム方向変調時においても効果的に視野角改善
効果を得ることができ、また、正面視角方向からの画質
を本来の画質から大きく変化させることなく、違和感の
ない視野角改善を行うことが可能になる。
【００５０】
【発明の効果】以上の説明から明らかなように本発明に
よれば、このような信号処理や駆動の制御によって視野
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角特性の改善を図る技術において、その改善項目や表示
画像の状態に応じて最適な変調パターンや変調特性に設
定しても、液晶画素に対して正負非対称に電圧が印加さ
れてしまうことがなく、これにより、焼き付き（画像メ
モリー現象）やフリッカの発生を低減し、液晶画素を劣
化させてしまうことのない安定な信頼性の高い駆動を行
うことができる。
【００５１】さらに、フレーム方向に変調して、処理に
伴うドット模様を低減して画質に及ぼす影響を小さくす
る表示を行った場合でも、視野角改善効果を落とすこと
なく、正面視角方向からの見栄えも大きく変化させない
効果的な視野角拡大制御を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の実施の形態１、２における駆動方法
を行う液晶表示装置の構成ブロック図である。
【図２】  本発明の実施の形態２における駆動方法によ
るフレーム方向変調パターンの一例を示す模式図であ
る。
【図３】  本発明の実施の形態３における駆動方法を行
う液晶表示装置の構成ブロック図である。
【図４】  従来例で示されているフレーム方向変調パタ
ーンの一例を示す模式図である。
【図５】  本発明の実施の形態２における駆動方法によ
るフレーム方向変調パターンの一例を示す模式図であ
る。
【図６】  本発明の実施の形態３における駆動方法のγ
変換回路における変調度の制御の一例を示す特性図であ
る。
【図７】  本発明の実施の形態３における駆動方法のγ
変換回路におけるγ変調制御の応答速度による特性変化
の一例を示す特性図である。
【図８】  本発明の実施の形態３における駆動方法の第
２視野角適応制御回路３１におけるγの変調度制御概念
の一例を示す特性図である。
【図９】  本発明の実施の形態３における駆動方法の応
答速度補償処理の概念を説明する模式図である。
【図１０】  従来例の液晶表示装置の構成を示すブロッ
ク図である。
【図１１】  従来例の液晶表示装置の構成で示されてい
る切換えパターンを示す模式図である。
【図１２】  従来例の液晶表示装置のγ変調特性を示す
特性図である。
【符号の説明】
１  ＲＧＢ独立γ変換回路
２  γ切換回路
３  第１視野角適応制御回路
４  交流化制御部
５  液晶パネル
３１  第２視野角適応制御回路
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摘要(译)

解决的问题：通过通过信号处理时空地调制γ特性来控制施加到液晶的电
压，从而通过控制施加到液晶的电压来抑制TN型液晶的视角特性的液晶
驱动方法中的老化和闪烁的发生。 高度稳定的驱动器。 解决方案：独立
于RGB的γ转换电路1，具有多个γ转换电路，用于独立地为RGB获得所
需的VT特性，并优化了开关电路2，并优化了多个γ数据设置和开关模
式，以改善视角特性。 用于控制和控制γ的调制的视角自适应控制电路
3，用于控制施加到液晶像素的电压的交流极性的交流控制单元4和液晶
面板5。 基于γ调制图案和特性与AC驱动状态之间的关系，管理液晶像素
使得没有DC成分残留，并且控制γ调制特性或AC转换。 根据响应速度数
据控制调制度，以补偿由于缺乏沿帧方向的用于γ调制的液晶响应速度而
导致的γ调制特性的变化。
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